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河辺地域における学校統合に関する協議状況について 

 

 河辺地域では、これまで、地域協議の第１段階である地域ブロック協議会を７

回開催しており、河辺小、戸島小については、先行して、第２段階である学校統

合検討委員会のほか、第３段階である学校統合準備委員会を設置し、対象校の関

係者で、令和８年度の統合に向け、閉校式の開催やスクールバスの運行計画等の

具体的な準備作業を行っております。 

 また、岩見三内小・中を含めた、地域全体の統合の方向性については、令和５

年度に地域ブロック協議会を再開し、児童生徒数の推移を見ながら、引き続き協

議を継続することとしております。 

 

１ 河辺地域ブロック協議会【第１段階】 

 (1) 第１回（令和元年８月２０日開催） 

・「秋田市小・中学校適正配置基本方針」の概要説明を行った。 

 (2) 第２回（令和元年１０月２９日開催） 

・雄和小の事例や他都市の取組状況等の説明を行った。 

 (3) 第３回（令和２年１月２９日開催） 

・河辺地域の小・中学校の組合せ案について協議した。 

 (4) 第４回（令和２年５月２７日開催） 

・小学校については、河辺小、戸島小の組合せで、先行して、学校統合検討

委員会に進めることを決定した。 

・岩見三内小については、協議を継続することとした。 

・中学校については、協議を継続することとした。 

 (5) 第５回（令和３年３月１９日開催） 

・地域ブロック協議会は、一旦休止とし、河辺小、戸島小学校統合検討委員

会の再開時期である令和５年度に合わせて協議を再開することとした。 

(6) 第６回（令和５年６月６日開催） 

・河辺地域における学校統合の方向性について、児童生徒数の推移などを見

ながら、次回以降、引き続き協議を継続することとした。  

(7) 第７回（令和６年７月４日開催） 

・今回の協議内容や教育委員会が示した児童生徒数の将来推計などの資料を

踏まえ、各所属団体で情報共有するとともに意見集約し、次回以降、引き

続き協議する。 
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２ 学校統合検討委員会【第２段階】 

(1) 第１回河辺小、戸島小学校統合検討委員会（令和２年７月１７日開催） 

・統合検討委員会では、統合の時期、統合後に使用する校舎、学区の広域化

に伴う交通手段について検討し、統合の可否を決定することを確認した。 

・統合の時期、統合後の校舎等について、所属団体での意見集約を行い、引

き続き協議を継続することとした。 

 (2) 第２回河辺小、戸島小学校統合検討委員会（令和２年１１月５日開催） 

・各所属団体で、統合後に使用する校舎や統合の時期についての情報共有と

意見集約を行った上で、次回、その内容を基に協議することとした。 

(3) 第３回河辺小、戸島小学校統合検討委員会（令和３年３月３日開催） 

・令和８年度を目途に統合することとし、その３年前の令和５年度に検討委

員会を再開し、統合後に使用する校舎等について、協議することとした。 

(4) 第４回河辺小、戸島小学校統合検討委員会（令和５年８月２３日開催） 

・本検討委員会としては、統合後に使用する校舎は河辺小とする方向とし、

戸島小ＰＴＡで意見集約することとした。 

・次回の検討委員会において、統合後に使用する校舎を決定し、合意に向け

て最終確認することとした。 

(5) 第５回河辺小、戸島小学校統合検討委員会（令和５年９月２５日開催） 

・河辺小と戸島小は、令和８年度を目途に統合する。 

・統合後に使用する校舎は、現河辺小校舎とする。 

・統合に伴い通学距離や時間が長くなる児童には、スクールバスを運行する。 

・統合に伴う学校の名称、交流事業の実施、廃校舎の利活用のほか、指定学

校変更の取扱いなどについては、準備委員会で協議する。 

 

３ 学校統合準備委員会【第３段階】 

(1) 第１回河辺小、戸島小学校統合準備委員会（令和５年１１月９日開催） 

・統合後の校名は、河辺小学校とする。 

 (2) 第２回河辺小、戸島小学校統合準備委員会（令和６年１月２５日開催） 

・体育着等の指定物品については、現在の河辺小のものを変更することなく

使用する。 

・統合後の児童室については、河辺児童室を利用する。 

・スクールバスの運行は、①焼畑発、戸島コース、②戸島小発、茱萸野、松

渕コース、③白熊発、前田コースの３コースを想定し、今後、保護者や地
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域からの意見、要望を踏まえ、乗降場所や運行時間について、個別に調整

を行う。 

・交流事業については、統合前から交流を深めることを目的とし、学年ごと

の交流学習などの実施へ向け、引き続き、学校間で調整する。 

(3) 第３回河辺小、戸島小学校統合準備委員会（令和６年５月２４日開催） 

・交流事業については、統合する児童や保護者の不安を軽減するため、引き

続き、学校間で調整する。 

・閉校記念事業の実施については、ＰＴＡや地域、学校および教育委員会が

連携しながら、検討を進める。  

・廃校舎の利活用については、戸島地区で意見等を集約し、地域の要望等を

踏まえながら、次回以降検討する。 

(4) 第４回河辺小、戸島小学校統合準備委員会（令和６年１１月１４日開催） 

・交流事業については、令和６年度は２回実施予定であり、１回目の７月９

日は、学年ごとに自己紹介やミニゲームの活動のほか、合同での授業を行

い、交流を深めた。 

・スクールバスについては、今後、対象となる児童の保護者に対して、説明

会を開催するほか、保護者や地域からの意見、要望を踏まえ、今後、乗降

場所や運行時間を個別に調整する。  

・戸島小の閉校に伴う廃校舎等の利活用について、地域、ＰＴＡ、教育委員

会が連携しながら、引き続き、協議を進めていく。 

(5) 第５回河辺小、戸島小学校統合準備委員会（令和７年４月１６日開催） 

・閉校記念式典については、地域、ＰＴＡおよび学校関係者で構成する閉校

記念事業実行委員会を４月２８日に設立し、学校および教育委員会と連携

しながら実施する。 

・また、閉校記念式典は、令和７年１１月１日に開催し、歴史の節目にふさ

わしい式典となるよう準備を進める。 

・統合前から両校の児童の交流を深めるため、今年度中に２回、交流学習の

実施を計画しており、引き続き、学校間で連携して準備を進め、また、９

月には両校の５年生が合同で、まんたらめ宿泊研修を実施できるよう調整

を進める。 

・スクールバスについては、今後、運行事業者を決定し、地域や保護者の意

見、要望を踏まえながら、具体的な乗降場所や乗車方法などの調整を進め

る。 


